











 The Developmental Study of Children’s Verbal Reports： 






 本研究の目的は，直前の経験に関する 3 歳から 9 歳の子どもの音声言語
報告を，テキストマイニングの手法によって分析する事により，言語発達
研究の一つの可能性を示すことにある。182 名の子ども（年少児 40 名，年


































































 3 歳 8 か月から 9 歳 8 か月の保育園児，幼稚園児，小学生，182 名である。内訳は，保育
園・幼稚園の年少児 40 名，年中児 40 名，年長児 40 名，小学校 1 年生 24 名，3 年生 38
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した。分析に使用したソフト（IBM SPSS Text Analytics for Surveys 4.0）では，形態素解
析にあたり「キーワード」の抽出を行うが，キーワードには単語だけでなく，複合語も含
まれており，「語彙」に近い。表１は名詞，動詞，形容詞ごとに頻出語の一部を示している。












名詞 頻度 動詞 頻度 形容詞 頻度 
三角 96 並べる 53 黄色い 16 
丸 90 する 32 赤い 4 
色 33 覚える 19 四角い 4 
同じ 30 ある 18 丸い 4 
形 28 それる 17 よい 2 
赤 14 やる 13 青い 2 
やつ 13 隠す 13 硬い 1 
紙 13 置く 12 ない 1 
青 12 見る 10 平べったい 1 
また 11 遊ぶ 10 
  
上 7 言う 9 
  
積み木 6 作る 8 
  
画用紙 4 わかる 6 
  
名前 4 違う 4 
  
目 4 かねる 4 
  
どこ 4 
    
あれ 4 
    














   形 134 


























  年  齢   
  年少  年中  年長 小学 1年生 小学 3年生 合計 
言わない 22 11 9 4 2 48 
％ 55% 27.5% 22.5% 16.7% 5.3% 26.4% 
言った 18 29 31 20 36 134 
％ 45.0% 72.5% 77.5% 83.3% 94.7% 73.6% 












  年  齢   
  年少 年中 年長 小学 1年生 小学 3年生 合計 
言わない 35 33 25 13 24 130 
％ 87.5% 82.5% 62.5% 54.2% 63.2% 71.4% 
言った 5 7 15 11 14 52 
％ 12.5% 17.5% 37.5% 45.8% 36.8% 28.6% 









  年  齢   
  年少 年中 年長 小学 1年生 小学 3年生 合計 
言わない 35 34 33 14 13 129 
％ 87.5% 85.0% 82.5% 58.3% 34.2% 70.9% 
言った 5 6 7 10 25 53 
％ 12.5% 15.0% 17.5% 41.7% 65.8% 29.1% 












  年  齢   
  年少 年中 年長 小学 1年生 小学 3年生 合計 
言わない 39 40 39 22 23 163 
％ 97.5% 100.0% 97.5% 91.7% 60.5% 89.6% 
言った 1 0 1 2 15 19 
％ 2.5% 0.0% 2.5% 8.3% 39.5% 10.4% 





について検討することにした。IBM SPSS Text Analytics for Surveys 4.0 では，助詞を抽
出することはできないので，エクセル上で文字検索を行い「が」と「を」の出現頻度を数











  年  齢   
  年少 年中 年長 小学 1年生 小学 3年生 合計 
言わない 39 33 29 19 14 134 
％ 97.5% 82.5% 72.5% 79.2% 36.8% 73.6% 
言った 1 7 11 5 24 48 
％ 2.5% 17.5% 27.5% 20.8% 63.2% 26.4% 

















小学校 1 年生 色と形のことしてきた 
色板並べてね，勉強ゲームとかした 





年齢 年少児 年中児 年長児 小学校 1 年生 小学校 3 年生 
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     The purpose of this study is to investigate language development. A sample of 182 
children between the age of 3 and 9 participated in a study of how children talked about 
experimental situation. Children’s accounts were analyzed by text mining method. Our results 
indicate that there is development in the use of ‘shape’, ‘color’, ‘put’, ‘wo(Japanese particle)’, and 
that there are few children, under 8 years old, who use ‘remember’. 
